
令和７年度 第１回 みんなで支える森林づくり佐久地域会議 (議事録) 

日 時：令和７年９月 11 日（木）10 時 30 分～12 時 

 場 所：長野県動物愛護センター レクチャールーム 

 

【現地視察】9:30～10:25 小諸市 大犬窪地域の取組み 

「開かれた里山の整備・利用推進事業」の実施状況等 

 

【地域会議】10:30～12:00 長野県動物愛護センター レクチャールーム 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 会議事項 

（１）令和６年度森林税活用事業実績について・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

（２）令和７年度森林税活用事業の実施予定について・・・・・・・・・・・ 〃 

（３）適正な主伐と計画的な再造林の推進について ・・・・・・・・・・・・資料２ 

（４）その他、意見交換 

４ 閉  会 

 

出席構成員（６名）、事務局（７名） 

１ 開 会 事務局 

２ あいさつ 林務課長  

３ 会議事項 

(１) 令和６年度森林税活用事業実績について及び（２）令和７年度森林税活用事業の実施予定に

ついて【資料１】を説明 

 



（構成員） 

令和７年度の実施予定額は、申請があったものか？それとも審査後の実施中のものか？ 

（事務局） 

 要望に基づき確保した予算で、この額を必ず使うというものではありません。 

（構成員） 

 佐久市平尾山のセラピーロードは、台風以降傷みが激しく、歩くのに危険なところがある。 

今後の見通しは？ 

（事務局） 

佐久市も平尾山のセラピーロードは修理したい意向と伺っている。今年度の予算計上はできなか

ったが、来年度に向けて佐久市と調整を進めていきたい。 

（構成員） 

 各種様々な事業で補助率が異なるが、どのように決めているのか？ 

（事務局） 

事業の種類や内容により異なる。例えば施設整備的なハード事業だと２分の１、ソフト面で人件

費にかかるような支援だと４分の３など、類似事業の補助率を参考にしながら事業の主旨やその内

容により定めている。例えば、人工造林の初期保育の嵩上げは、特に 10分の 10 という異例の補助

率だが、全県下で再造林を進めることが今期の森林税事業の柱となっており、そこは手厚く補助す

ることで、県の姿勢も示している。 

（構成員） 

 再造林推進シカ捕獲サポート事業とはどのような事業なのか？ 

（事務局） 

 林業事業者が主体となり、ニホンジカ等の食害から苗木を守るために、林業事業体が捕獲従事者

と連携して行うわなの見回りや、ICT 機器のカメラ等の保守活動に対しての補助事業です。 

（構成員） 

信州ネイチャーセンター構築事業があるが、この信州ネイチャーセンターとは、どういう内容で

しょうか？ 



（事務局） 

環境部の執行事業で、自然インストラクターや自然公園を活用した取組を支援し、エコツーリズ

ムの普及・拡大を目指すもので、人材育成やプログラムの開発など行う事業です。 

（構成員） 

 「広く県民が利用する施設等の木造・木質化等」の令和７年度予算(実施予定額)が令和６年度と

比較して大きく増えているが、その要因は？ 

（事務局） 

県民が広く利用する施設を対象にしており、先ほど紹介した診療所や保育園等に補助している。 

今年度は、南佐久中部森林組合の内装木質化と、佐久合同庁舎の旧食堂を展望施設として利用す

るための内装木質化を計画している。合同庁舎の内装木質化は、県が実施するため 200 万円上限の

補助ではなく実行経費を計上しているため、令和７年度予算額が増えている。 

（構成員） 

 「木工体験の推進支援」の予算は、長野県木材協同組合連合会しか使えない事業となっている

が、同様の取組みを行う者を補助対象に拡充して欲しい。 

（事務局） 

ご要望として承る。 

（構成員） 

 主伐再造林面積の目標値は、2,900ha/5 年間で年間約 600ha となるが、実績はどうか？ 

（事務局） 

県下全域で年間約 600ha を目指しており、佐久地域では年間 130ha を目標に取組み、令和６年度

実績値で約 109ha となっている。 

（構成員） 

令和６年度に実施した「再造林省力化モデル推進事業」の結果や経費削減が可能となった成果が

あれば、紹介して欲しい。 

（事務局） 

 地拵え時に枝葉を破砕する機械の試験施工や乗用下刈り機による下刈りを実施した。 



 地拵えに関しては、1日あたりの施業能率は低下するが、破砕チップによるマルチング効果で雑

草の繁茂が抑えられ 1回目の下刈りが省力される点や、植栽の支障となる根株等が無くなるため、

植栽の効率化が図られるなど利点はある。乗用下刈機も含め、複数の保育施業を合わせた検証が必

要だと考えている。 

（構成員） 

 佐久管内の森林病害虫による被害とその対策はどのような状況か？ 

（事務局） 

 管内の松くい虫による森林被害量は減少傾向にはあるが、佐久穂町より南に被害が広がらないよ

うに、集中的に対策を進めています。また、立科町にように被害が点在するところもあり、県とし

ては市町村と「守るべき松林」をゾーニングしながら、効果的に対策を行えるように取組んでい

る。 

（構成員） 

 薬剤散布はしているのか？ 

（事務局） 

 基本的に佐久地域では薬剤散布は行わず、伐倒駆除や樹幹注入、他の樹種へ移行を図る更新伐を

行っている。 

（構成員） 

 今年はアメリカシロヒトリがものすごい大発生をしているが、林務課の対応は？ 

（事務局） 

 さくらやクルミなど葉は枯れるが、樹木自体が枯れることはないので、林務課は特に対応してい

ない。なお農業振興の面でクルミ生産に影響がある場合などに、農業農村支援センターが技術指導

を行っている。 

 

（３）適正な主伐と計画的な再造林の推進について 【資料２】を説明 

（構成員） 

主伐再造林は進めていくと自ずと保育の経費が多くなる。森林税事業は、森林セラピーや里山の

保全などもあり、支援があまり偏るもの問題かと思う。折角の税金なので、広く県民の理解を得な



がら進める必要がある。 

（事務局） 

目指すのは補助金に頼らずに循環できることが理想的だが、現時点ではそのような状況ではない

ので、補助事業で支援している。森林税についてもやはり県民の方々に広くいただいているので、

様々なご意見を丁寧に伺いながら特定というよりは、幅広に使っていくべきと、今のところ考えて

います。また、県下では宿泊税が議論されており、観光地に通ずる景観整備は森林税でなく、宿泊

税を充てる検討も議論の余地はあると思う。 

（構成員） 

 市町村森林整備計画の「特に効率的な施業が可能な区域」は、様々な因子から抽出した「林業経

営に適する森林」を示しているが、森林所有者の認識や周知の働きかけは？ 

（事務局） 

 市町村で公表されており、一部ホームページ上にオープンにされているものもある。 

市町村で縦覧し周知しているが、森林所有者が全部それを見ているかというと、おそらく見てい

ないと思うので知らず知らずのうちに抽出されていたということは往々にしてあるかと思います。 

（構成員） 

 適正な主伐と計画的な再造林の推進には、そのあたりのアプローチも必要ではないか。 

林業事業体の方々が主伐再造林を進める際に、県や市町村と共に森林所有者にあなたの地域は効

率的な施業が行えるので、「もっと再造林を進めてください」というような呼びかけ方もある。（森

林所有者は、所有森林の評価が判らないので）その辺りが浸透していくと、良いと思う。 

（事務局） 

ご意見として承る。 


